
■ 幼穂形成期を迎えています。

中干しを終了し間断通水の管理へ移行

しましょう。

■ いもち病予防薬剤を散布していない圃

場はで、いもち病の発生に注意が必要

です。

栽培
区分

年度
平均
作業日

草丈
㎝

茎数
本/㎡

葉令 葉色

Ｒ４ 5月20日 85.9 443.0 11.8 3.9

Ｒ３ 5月20日 90.4 412.7 12.1 4.1
移植

 幼穂形成期以降は水が必要なので間断通

水(足跡に水が残る程度)の管理を収穫直

前まで実施しましょう。

 渇きすぎないよう３～５日に一回入水しま

しょう。

 フェーン現象(強い南風)の時は、葉から水

分が蒸発し稲体が消耗してしまうので深水

の管理をしましょう。

■ 幼穂長が平均40mm程となりました。

今後は圃場の渇き過ぎに注意し間断通

水による管理をお願いします。

いちほまれの生育は、7月上旬に真夏

日が続いたことで、前年よりやや早く幼穂

形成期を迎えています。これからは稲が

水を必要とする時期になりますので収穫

直前まで間断通水による管理徹底をお

願いします。

また、7月中旬以降は雨の日が続いて

いることから、いもち病の発生が懸念され

ます。水回りの際には圃場をよく見て病

害虫の発生状況を把握し、被害が見られ

る場合には速やかに防除を実施するよう

お願いします。

高品質『いちほまれ』特Aランク復活を目指して‼

１．ＪＡ生育調査状況（7月20日現在）
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適期管理で品質・反収向上を目指しましょう。今週のいちほまれ速報は『文殊支店』が担当しました。

２．茎数の推移と今後の管理
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間断通水の徹底で単収・品質向上！！

３．いちほまれ栽培ポイント！

草丈は前年より若干低く

平年並みに推移

茎数は前年・平年より

やや多い

移 植

直 播

今後の管理について

間断通水継続

病害虫の発生に注意

直播：幼穂形成期

圃場の見回り、稲を観察して早期

に対応しましょう。

 カメムシ類（畦畔草刈り・防除）

 いもち病・紋枯病（防除）
収穫直前までの水管理

田面を乾かさない


